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日本語要旨 

北海道美唄市において、受動喫煙防止条例が 2016 年７月より施行された。日本におい

て、市レベルの受動喫煙防止条例が心・脳血管疾患イベントへ及ぼす効果についてはこ

れまで報告がない。 

隣接する中空知医療圏を対照群として、診療記録より月ごとの急性心筋梗塞と脳卒中

の入院数を把握した。また、両疾患での救急搬送数の調査も行った。条例施行前２年間

と施行後２年間での比較を行った。 

月平均の急性心筋梗塞と脳卒中の入院数、両者を統合した入院数、さらに救急搬送数

のいずれも、美唄市では受動喫煙防止条例施行後に減少し、対照として設定した中空知

医療圏では増加していた。 

ポアソン回帰分析による、受動喫煙防止条例施行前後の美唄市の疾患発症数の比較で

は有意差を認めなかったが、美唄市と対照地域の交互作用の解析では、脳卒中入院数と

心筋梗塞と脳卒中を統合した入院数は美唄市が有意に少なく、受動喫煙防止条例による

心・脳血管疾患イベントの抑制効果を示唆する結果であった。 

https://notobacco.jp/pslaw/Hypertension%20R_Dr,Saijo%20paper.pdf




 

 



 

 


